
第
二
条
の
十
一
第
一
項
の
表
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

施
設
検
査
の
結
果

検
査
の
都
度

同
一
事
項
に
関
す
る
次
の

検
査
の
と
き
ま
で
の
期
間

平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

（
核
燃
料
物
質
の
使
用
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

核
燃
料
物
質
の
使
用
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
総
理
府
令
第
八
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
二
条
の
二
第
一
項
第
四
号
中
「
以
下
次
項
」
を
「
次
項
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
三
中
「
施
設
検
査
」
を
「
検
査
（
以
下
「
施
設
検
査
」
と
い
う
。）」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
三
の
二
中
「
第
二
条
の
三
各
号
」
を
「
前
条
各
号
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
四
中
「
法
第
五
十
五
条
の
二
第
一
項
の
検
査
」
を
「
施
設
検
査
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
五
第
一
号
ロ
中
「
六
ふ
っ
化
ウ
ラ
ン
」
を
「
六
ふ
つ
化
ウ
ラ
ン
」
に
改
め
、
同
条
第
十
八
号
中「

水
」

を
「
溢い
つ

水
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
八
中
「
溶
接
検
査
」
を
「
検
査
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
九
第
一
号
中
「
溶
接
検
査
」
を
「
法
第
五
十
五
条
の
三
第
一
項
の
検
査
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
十
中
「
溶
接
検
査
を
」
を
「
検
査
を
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
十
一
の
四
第
三
項
第
三
号
中
「
同
法
同
条
第
三
項
」
を
「
同
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
十
一
の
七
第
一
項
第
十
号
中
「
以
下
同
じ
。」を
削
る
。

第
二
条
の
十
一
の
八
第
六
号
中
「
六
ふ
っ
化
ウ
ラ
ン
」
を
「
六
ふ
つ
化
ウ
ラ
ン
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
十
一
の
九
第
九
号
ハ
中
「
ふ
た
」
を
「
蓋
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
十
一
の
十
第
二
項
第
十
七
号
イ
中
「
詰
所
」
の
下
に「（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
見
張
人
の
詰
所
」
と

い
う
。）」
を
加
え
、
同
条
第
五
項
中
「
に
係
る
も
の
」
を
削
り
、「
第
十
一
号
に
掲
げ
る
特
定
核
燃
料
物
質
」
の
下
に

「
に
係
る
も
の
」
を
加
え
る
。

第
六
条
の
十
第
八
号
イ
中
「
堰
」
を
「
堰せ
き

」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
一
の
三
中
「平

成

」
を
削
る
。

（
放
射
性
同
位
元
素
等
に
よ
る
放
射
線
障
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

放
射
性
同
位
元
素
等
に
よ
る
放
射
線
障
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
総
理
府
令
第

五
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

本
則
中
「
か
つ
こ
書
」
を
「
括
弧
書
」
に
、「
き
裂
」
を
「
亀
裂
」
に
、「
ふ
た
」
を
「
蓋
」
に
、「
か
ぎ
」
を
「

」

に
、「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
、
本
則
及
び
別
表
第
一
中
「
さ
く
」
を
「
柵
」
に
改
め
る
。

第
一
条
中
「
省
令
」
を
「
規
則
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
の
九
第
五
号
中
「
と
び
ら
」
を
「
扉
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
の
五
第
三
号
中
「
は
り
付
け
」
を
「
貼
付
け
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
の
七
第
五
号
中
「
フ
イ
ル
タ
」
を
「
フ
ィ
ル
タ
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
の
十
四
中
「
第
十
八
条
の
三
第
二
項
」
を
「
同
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
の
十
五
第
二
項
中「（
昭
和
三
十
二
年
運
輸
省
令
第
三
十
号
）」を
削
る
。

第
十
九
条
第
一
項
第
十
七
号
ロ

中
「
充
て
ん
」
を
「
充
塡
」
に
、「
空
げ
き
」
を
「
空

」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
第
三
項
中
「
第
二
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
の
二
第
五
項
中
「
第
四
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
第
一
項
第
五
号
中
「
つ
け
る
」
を
「
付
け
る
」
に
改
め
る
。

第
三
条
の
十
六
第
一
項
中
「
規
定
に
よ
り
加
工
施
設
の
性
能
に
つ
い
て
検
査
」
を
「
検
査
（
以
下
「
施
設
定
期
検

査
」
と
い
う
。）」
に
改
め
る
。

第
三
条
の
十
六
の
二
第
二
項
中
「
法
第
十
六
条
の
五
第
一
項
の
検
査
」
を
「
施
設
定
期
検
査
」
に
改
め
る
。

第
三
条
の
十
七
中
「
法
第
十
六
条
の
五
第
一
項
の
」
及
び
「
当
該
申
請
に
係
る
」
を
削
る
。

第
六
条
の
見
出
し
中
「
取
消
」
を
「
取
消
し
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
一
項
の
表
第
一
号
イ
中
「
法
第
十
六
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
」
を
削
り
、
同
号
ロ
中
「
法
第
十

六
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
」
を
削
り
、
同
号
ハ
中
「
施
設
定
期
自
主
検
査
」
を
「
検
査
」
に
改
め
、
同
表
第

十
号
ロ
中
「
者
へ
の
」
の
下
に
「
同
項
第
五
号
イ
及
び
ロ
に
規
定
す
る
」
を
加
え
、同
表
第
十
三
号
中「
以
下
同
じ
。」

を
削
る
。

第
七
条
の
二
の
九
第
一
号
イ
中
「
さ
く
」
を
「
柵
」
に
、「
か
ぎ
」
を
「

」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
ロ
中「
さ
く
」

を
「
柵
」
に
改
め
る
。

第
七
条
の
三
第
三
項
第
三
号
中
「
あ
っ
て
は
」
を
「
あ
つ
て
は
」
に
、「
同
法
同
条
第
三
項
」
を
「
同
条
第
三
項
」

に
改
め
る
。

第
七
条
の
四
の
二
第
一
項
第
三
号
中
「
較
正
」
を
「
較こ
う

正
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
法
第
二
十
二
条
の
八
第

三
項
」
を
「
同
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
七
条
の
六
第
一
項
第
三
号
ロ
中
「
き
裂
」
を
「
亀
裂
」
に
改
め
、
同
項
第
十
号
中
「
以
下
同
じ
。」を
削
る
。

第
七
条
の
八
第
九
号
ロ
中
「
き
裂
」
を
「
亀
裂
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
ふ
た
」
を
「
蓋
」
に
改
め
、
同
条
第
十

一
号
イ
中
「
き
裂
」
を
「
亀
裂
」
に
改
め
る
。

第
七
条
の
九
第
一
項
の
表
第
九
号
中
「
第
十
号
」
を
「
次
号
」
に
改
め
る
。

第
九
条
の
三
の
三
第
一
項
中
「
法
第
二
十
二
条
の
七
の
二
第
一
項
」
を
「
同
条
第
一
項
」
に
、「
当
該
評
価
」を「
当

該
安
全
性
向
上
評
価
」
に
改
め
る
。

第
九
条
の
三
の
四
第
二
号
中
「
当
該
安
全
性
向
上
評
価
」
を
「
安
全
性
向
上
評
価
」
に
改
め
る
。

第
九
条
の
三
の
五
第
一
号
ロ
中
「
第
二
十
二
条
」
を
「
第
二
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
九
条
の
三
の
六
中
「
法
第
二
十
二
条
の
七
の
二
第
三
項
」
を
「
同
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

（
国
際
規
制
物
資
の
使
用
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

国
際
規
制
物
資
の
使
用
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
総
理
府
令
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
四
条
の
二
第
一
項
中
「
を
い
う
。」の
下
に
「
第
四
条
の
二
十
一
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。」を
加
え
る
。

第
四
条
の
二
の
二
の
表
核
燃
料
物
質
の
使
用
（
使
用
済
燃
料
貯
蔵
事
業
者
に
よ
る
貯
蔵
及
び
廃
棄
事
業
者
に
よ
る

廃
棄
を
含
む
。）を
行
う
場
合
（
非
原
子
力
利
用
国
際
規
制
物
資
使
用
者
が
核
燃
料
物
質
の
使
用
を
行
う
場
合
を
除

く
。）の
項
中
「
表
わ
す
」
を
「
表
す
」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
二
の
三
中
「
第
六
十
一
条
の
八
の
二
第
一
項
の
」
を
「
第
六
十
一
条
の
八
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
」

に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
受
払
い
検
査
」
を
「
受
払
検
査
」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
二
の
八
第
三
項
中
「
、
第
一
項
」
を
「
、
同
項
」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
十
第
一
号
中
「
法
第
六
十
八
条
第
五
項
」
を
「
同
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
二
十
一
第
一
項
中「（
電
子
的
方
法
、
磁
気
的
方
法
そ
の
他
の
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
方
法
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
削
る
。

別
記
様
式
第
三
、
様
式
第
十
二
、
様
式
第
十
五
及
び
様
式
第
十
六
中
「平

成

」
を
削
る
。

（
核
燃
料
物
質
の
加
工
の
事
業
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条

核
燃
料
物
質
の
加
工
の
事
業
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
総
理
府
令
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
五
第
一
項
中
「
規
定
に
よ
り
、
加
工
施
設
の
工
事
（
第
三
条
の
八
に
規
定
す
る
加
工
施
設
で
あ
つ
て
溶

接
を
す
る
も
の
の
溶
接
を
除
く
。）及
び
性
能
に
つ
い
て
検
査
」
を
「
検
査
（
以
下
「
使
用
前
検
査
」
と
い
う
。）」
に

改
め
る
。

第
三
条
の
六
中
「
法
第
十
六
条
の
三
第
一
項
の
」
を
削
る
。

第
三
条
の
七
中
「
法
第
十
六
条
の
三
第
一
項
の
」
及
び
「
当
該
申
請
に
係
る
」
を
削
る
。

第
三
条
の
十
中
「
溶
接
検
査
」
を
「
検
査
」
に
改
め
る
。

第
三
条
の
十
三
の
二
第
二
項
中
「
第
三
条
の
十
三
第
一
項
」
を
「
前
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
三
条
の
十
四
中
「
溶
接
検
査
を
」
を
「
検
査
を
」
に
改
め
る
。
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